
市報 みなみ魚沼　平成30年6月1日発行13

ぐ
た
め
、
蚕
糸
業
有
志
に
よ
っ
て

顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
（
石

碑
㊽
）。

南
魚
沼
市
の
石
碑
㊾

「
老
農
栗
田
忠
七
翁
之
碑
」

〔
下
原
諏
訪
神
社
山
門
前
〕

下
原
の
栗
田
忠
七
は
、
明
治
30

年
（
１
８
９
７
年
）
に
上
州
方
面

へ
出
稼
ぎ
に
出
向
き
ま
し
た
。
こ

の
時
に
土
産
と
し
て
持
参
し
た
茄

子
の
種
が
出
稼
ぎ
先
の
群
馬
県
富

士
見
村
の
船
津
家
の
当
主（
当
時
、

農
林
省
農
林
試
験
場
技
師
）
の
目

に
か
な
い
、
品
種
改
良
を
重
ね
た

結
果
、巾
着
の
よ
う
に
丸
形
の「
魚

沼
巾
着
茄
子
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

明
治
45
年
（
１
９
１
２
年
）
に

城
内
村
茄
子
牛ご

蒡ぼ
う

採
種
組
合
が
設

立
さ
れ
、
改
良
普
及
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
大
正
２
年
（
１
９
１
３

年
）、
こ
の
組
合
が
生
産
し
た
魚

沼
巾
着
茄
子
の
種
子
に
は
、「
純

正
で
あ
る
」
こ
と
を
認
め
た
証
明

書
が
新
潟
県
農
事
試
験
場
か
ら
出

さ
れ
ま
し
た
。
証
明
書
に
は
、
魚

沼
巾
着
茄
子
は
、
円
形
で
頗す

こ
ぶる
大

き
く
、
外
皮
は
濃
紫
色
で
薄
く
、

肉
厚
で
煮
物
や
漬
物
に
適
し
、
樹

勢
は
強
剛
、
立
枯
病
な
ど
の
病
気

に
も
強
く
、
豊
産
で
あ
る
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
専
用
の
採
種
圃
が

あ
る
こ
と
、
苗
床
、
圃
場
で
も
数

回
の
検
査
が
行
わ
れ
、
純
正
種
を

保
護
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
よ
う
で
す
。
大
正
７
年
（
１
９

１
８
年
）
に
発
表
さ
れ
、
代
表
的

な
丸
茄
子
と
し
て
県
外
に
も
出
荷

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

忠
七
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
稲
作

の
研
究
を
重
ね
稲
品
種
「
忠
七
」

の
育
成
、
小
学
校
の
農
業
指
導
官

や
農
会
の
顧
問
を
務
め
、
い
く
つ

も
の
表
彰
を
受
け
る
な
ど
南
魚
沼

の
農
業
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し

た
。
忠
七
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た

め
養
蚕
業
の
有
志
に
よ
っ
て
石
碑

が
建
立
さ
れ
ま
し
た（
石
碑
㊾
）。

︽
参
考
資
料
︾

『
大
﨑
の
村
誌
』

『
六
日
町
誌
』

『
南
魚
沼
郡
誌
』
続
編
下
巻

今
回
は
、サ
ツ
マ
イ
モ（
甘か
ん

藷し
ょ

）、

養よ
う

蚕さ
ん

、
魚
沼
巾
着
茄
子
な
ど
の
農

業
に
関
す
る
石
碑
を
紹
介
し
ま
す
。

南
魚
沼
市
の
石
碑
㊻

「
甘
藷
蕃
祖
岡
村
長ち
ょ
う

四し

郎ろ
う
君く
ん
碑ひ

」

〔
山
崎
〕

甘
藷
の
栽
培
は
、
明
治
後
半
こ

ろ
で
も
南
魚
沼
地
域
で
は
あ
ま
り

み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。﹃
大

﨑
の
村
誌
﹄
に
は
、
小
千
谷
市
の

小
栗
原
田
が
甘
藷
の
産
地
と
い
わ

れ
て
お
り
、
浦
佐
の
市
で
購
入
し

て
彼
岸
に
備
え
る
ほ
ど
の
珍
品
で

あ
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

大
崎
村
に
初
め
て
甘
藷
が
栽
培

の
た
め
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
は
、

明
治
39
年
（
１
９
０
６
年
）
の
こ

と
だ
そ
う
で
す
。

茗
荷
沢
新
田
で
は
、
こ
の
地
域

で
甘
藷
の
栽
培
を
広
め
た
岡
村
長

四
郎
の
石
碑
が
大
正
５
年
（
１
９

１
６
年
）
に
建
立
（
石
碑
㊻
）
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
に
は
、

他
の
地
区
で
も
徐
々
に
栽
培
が
始

ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
石
碑

に
は
残
念
な
が
ら
甘
藷
導
入
の
経

緯
な
ど
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
詳

細
は
不
明
で
す
。
石
碑
は
、現
在
、

山
崎
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
魚
沼
市
の
石
碑
㊼

「
篤と
く
農
家
戸
田
郁
之
丞
君
碑
」 

〔
美
佐
島
諏
訪
神
社
・ 

十
二
神
社

合
殿
境
内
〕

南
魚
沼
地
域
の
養
蚕
は
、
明
治

時
代
か
ら
大
正
時
代
に
盛
況
と
な

り
、
養
蚕
業
の
発
展
に
尽
力
し
た

人
が
現
れ
、
そ
の
功
績
を
称
え
た

石
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

美
佐
島
の
戸
田
郁
之
丞
は
、
生

涯
に
わ
た
り
、
地
域
の
農
業
と
町

財
政
の
振
興
に
尽
力
し
ま
し
た
。

県
農
会
議
員
、
町
農
会
長
、
在
郷

軍
人
分
会
長
を
務
め
、
町
の
名
誉

助
役
で
も
あ
り
ま
し
た
。
自
ら
の

土
地
を
提
供
し
桑
樹
雪
害
試
験
場

を
開
く
な
ど
養
蚕
振
興
に
も
尽
力

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
功
績
か
ら

大
正
14
年
（
１
９
２
５
年
）
に
大

日
本
農
会
か
ら
栄
誉
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
大
正
15
年
（
１
９
２
６

年
）
に
建
立
さ
れ
た
記
念
碑
の
裏

に
は
こ
の
賞
状
が
刻
ま
れ
、
功
績

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す（
石
碑
㊼
）。

南
魚
沼
市
の
石
碑
㊽

「
蚕
糸
業
先
覚
者
小
林
正ま
さ
吉よ
し
翁
碑
」

〔
雲
洞
庵
境
内
〕

雲
洞
の
小
林
正
吉
は
、
県
会
議

員
を
務
め
た
ほ
か
、
地
域
産
業
の

発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。
桑
園
の

開
発
や
養
蚕
を
発
展
さ
せ
る
た
め

先
進
地
へ
の
視
察
、
桑
苗
の
優
良

品
種
の
導
入
な
ど
に
努
め
ま
し
た
。

　

正
吉
の
養
蚕
の
功
労
を
語
り
継

︻
問
合
せ
︼

社
会
教
育
課 

郷
土
史
編
さ
ん
係
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